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平成12年� 5月18日(木)� 2時より、教文館

9階会議室において平成12年度第� l回理事会

ならびに評議員会が開催された。

理事会は13名のうち出席者13名(委任状に

よるものを含む)、評議員会は19名のうち出

席者11名(委任状によるものを含む)で本会

は有効に成立した。

理事会の議長には江見康一理事長が、評議

員会の議長には向山定孝評議員が就任し、審

議が行われた。

主な議題は� 

( 1 )平成11年度事業報告について� 

( 2 )平成11年度収支決算について

であった。

江見議長より平成11年度事業報告ならびに

収支決算について報告が行われた。その後、

理事会、評議員会ともに熱心な審議を行い、

報告通り了承した。

平成12年� 6月29日(木)午後2時より生存� 

科学研究所会議室において常務理事会が開催

された。

江見理事長より、

自主研究中長期基本構想委員会をはじめとす

る自主研究

生存学研究会

川崎病研究会� 

21世紀医療システム研究会

銀座ナイトセミナー� 

21世紀世界の文明と生存の研究会

生存科学としてのがイオエシックスの構築

形態生存医学研究会

そして共同研究A (川崎病研究:日本川崎病

研究センター)、共同研究B (レオンチェフ文

庫:中央大学)の活動状況の報告があり、

生存科学講座

生存科学ニュース

学術誌『生存科学jの編集の進捗状況につ

いての現況報告も行われた。� 
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表記研究会が平成12年 6月19日(月)午後� 

5時半より生存科学研究所会議室において開

催された。

出席者:江見康一、二木立、府川哲夫

藤井良治、向山定孝、西三郎

テーマ� I最終報告書のまとめと執筆分担」� 

1. 委員長より予め配布されていた報告書

21世紀医療システムの展望 江見康一

技術革新と医療� 

1) IT革命、産業ビッグパンと病院経営

二木立�  

2)遺伝子治療の与える影響について

向山定孝

少子・高齢化と医療供給体制 藤井良治

老齢保障の総合化一保健・医療・福祉(介護)の連

携についてー 府川哲夫� 

ネットワーク社会と医療の需給体制ー地区医師会の役

(案)の構成内容のうち、各委員がどの部分割についてー 西三郎

の執筆を希望するかについて予め提出された� 

案について検討した。

2. 江見委員長は、医療システムについて

は、大きく医療供給制度と医療保険制度との

二つの柱があり、両者の円滑な結び付きに

よって国民の健康と福祉を持続的に守る為の

手段・方法について提言することが研究目的

であると述べた。そのさい、医療供給に影響

する医学・薬学の進歩、� IT革命のインパク� 

トへの考慮、医学・看護教育の在り方、病院

経営の特性と病診連携の地域ネットワークに

ふれた。又需要要因として、患者の疾病構造

と家族の態様、生活様式の都市化、少子・高

齢化社会の進行の影響等をあげ、これら需給

を取り結ぶ支払い機構としての医療保険制度

と、実際に受診の場となる診療圏の状況な

ど、これらすべての要因をつなぐ鳥搬図を描

き、その中における意志決定機構としての各

種審議会の資源配分機能に言及した。

3.以上の医療システムについての共通理解

にもとづいて、研究参加者の分担は次のよう

に定められた。

21世紀の診療報酬体系 江見康一

当日欠席された委員のうち、長谷川委員に� 

は「医療資源配分の国際的視点」、赤沢委員

には「薬価基準をめぐる諸問題Jについて担

当して欲しいとの要望が出された。

(江見康一)

2000年 6月22日(木)� 18: 00より、銀座の

生存科学研究所で、日本大学芸術学部の藤原

成一教授を講師に招いて、第8回銀座ナイト

セミナー・生きるシリーズ「日本文化史研究

者の『生きるJJが開かれた。藤原氏は、編

集者として思想・宗教・歴史・民俗学・人類

学・芸術など多岐に渡る仕事をされてこら

れ、雑誌「仏教」の編集人も� 8年間務められ

ている。大学の専門は日本文化史で、古典文

学を題材にして、日本人がどのような死を

「望ましい死jと考えてきたのか、日本の伝

統的なサナトロジー(死学)の概念について� 

話された。
ー

藤原氏によれば、日本人が「望む死Jとは

「美しく死ぬJことに尽きるという。それ� 
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は、清らかで清明な死を迎えることを意味 藤原氏は、日本文化史上、最も理想的な死

し、そのためには、持ち物や人間関係をきれ に方をした人物として西行を挙げられた。西

いに整理して、自然に帰る準備を行わねばな 行は「ねがはくは花の下にて春死なんその如

らない。身辺をきれいにするということは、 月の望月のころ」という生前の自らの句の通

「とらわれをなくす」ということで、このこ り、きれいに死んでいった。

とを藤原氏は「諸縁を止めよ J (徒然草)と 蛇足だが、藤原氏は筑摩書房で編集者をさ

いうキーワードでまとめられた。 れていた時、三十数年前に担当されたのが、

諸縁を止めて社会から身をヲ|いた後は、そ この会に出席されていた高橋暁正氏の名著

れまでの生活と違った「もうひとつの自分」 『現代医学jだったという。

を見つける作業に入る。そのひとつが隠居。 高橋氏の方はすっかり忘れておられたご様

隠居後は、社会との交わりを絶って清浄その 子だったが、人には縁というものがあるも

ものの存在と考えられてきた自然の中に身を の、と改めて感じた次第である。

置き、死が訪れるまで、風流の世界に遊ぶこ (津谷喜一郎/久保田裕)

とになる。また、地元のコミュニティとの縁

を切って仏を求めて旅に出る巡礼なども、同

様な行為と解釈される O 表記研究会が平成 12年 7月 1日(土)午後

整理するといっ点では、自らの煩悩も整理 6時より生存科学研究所会議室において開催

し、この世に想いが残らないようにしなくて された。今回は臨時の出席者(坂本なほ子

はならない。それを実行した人物として、奈 氏:1999ρ000武見フエロー)の参加を得て、

良の多武峰にいた増賀上人の例を挙げられ 山口大学の大林雅之氏に「文明論に突入する

た。上人は自らの臨終に当たり、まず弟子に バイオエシックス」をテーマにバイオエシッ

碁盤を持ってこさせて数日打ってみせ、次に クスについての話題提供をお願いした。

泥よけ用馬具の障泥(あおり)を持ってこさ まず、バイオエシックスの歴史的背景をア 

Cせて、それをつかんで少し遊んでから、いず メリカのゆ60年に遡って解説し、さらに日本

れも弟子に持って下がらせた。 の現状に及んだ。 1962年のシアトルでの血液

そして「もうこれで思い残すことはないJ 透析機の配分をどのようにするかという具体

と言ったという。上人の奇怪な言動を怪しん 的な問題をめぐってバイオエシックスの考え

だ弟子が、その意味を問うと上人は、 「小さ 方が始まり、現在に至るまで具体的な生命聞

い頃、人が碁で遊んでいるのを見て自分もー 題の登場が先行してきたと指摘した。

回やりたいと思っていた。あおりも、酒に  1970年代以降、ニクソン政権の下で奨励さ

酔ってあおりを持って踊っている人を見て、 れたガン研究における人体対象の実験での倫

自分も一度やってみたいと思っていた。みん 理的配慮、また遺伝子組換え技術の登場とー

なゃったので、もう思い残すことはない」と 般化によって生命に関わる科学技術の倫理的

答えたという。 側面が大きな問題となった。その後、ほとん 
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ど常に技術が哲学を超えるようになり、バイオエ

シックスによって何らかの解決を見ることはない

のではないかという見解も多く、� 1985年あたりか

らある意味での反省期に入った。

日本では、日本の実情に根差した議論が少ない

ようで、輸入思想の紹介が多く、各施設で「倫理

委員会」が設置されたものの、結局は現状の補完

勢力としてしか機能しなかったのではないかとい

う反省がある。

現在取り挙げるべき問題はさらに多くなってい

る。治療が不可能であるにもかかわらず、遺伝子

診断だけができる状況、クローン技術のコントロ

ールはどこまで可能か、特に� ES細胞に関連した

議論、臓器移植、個人の生命情報の管理等々、本

来的にバイオエシックスとして考えなければなら

ない領域は大きい。にもかかわらず、現実問題を

追うのみで、本質問題として捉えられないうらみ

がある、と述べた。

われわれの、近未来の像を描いて見ると、むし

ろ暗い世界しかないのではないかと思われる o 21 

世紀の文明と生存を考える立場で、従来の歴史の

進歩観を乗り越えるような、単に議論ではなく、

「未来からの反射Jとして現在を捉え、運動とし

てのバイオエシックスを構想したいという、貴重

な問題提供であった。(丸井英二)

公益信託武見記念生存科学研究差益では、平成� 

12年度の「武見記念賞」受賞候補者の推薦、 「生

存科学研究武見奨励賞」への応募を下記の要領で

お願いしています。� 

1.趣旨

故武見太郎博士が創造した生存科学の普及・発

展を計ることを目的に、生存科学とその関連分野

で顕著な業績をあげた方、あるいは現にあげつつ

ある研究者または実践者を顕彰してその業績を称

える。� 

2. 賞の種類� 

( 1) r武見記念賞」


生存科学とその関連分野で、顕著な業績をあ


立主研究者または実践者を顕彰する賞。受賞


者は概ね60歳以上とする。
 

( 2 ) r生存科学研究武見奨励賞J

生存科学とその関連分野で、創造的な研究や


実践を行い業績をあげつつある方を顕彰する


賞。
 

3. 受賞候補者の推薦・応募

前記(1)の賞を受けるに相応しい方を、所

定の「推薦書」用紙に所要事項を記載して、

また(2)の賞に応募を希望する方は、所定

の「申請書」用紙に所要事項を記載して、下� f 九

記連絡先宛提出してください。なお、外国人にノ

のご推薦・応募はご遠慮願います。� 

4. 受賞者数・賞金等

「武見記念賞J又は「生存科学研究武見奨励

賞」のいずれかについて� 1名。賞金は一人50

万円。副賞として記念品を贈呈。� 

5. 募集期限� 

8月31日(木曜日)まで� 

6. 選考方法

当基金運営委員会で審査し選考する。� 

7. 選考結果の通知� 

10月末日までに、受賞候補者・推薦者並ぴに

申請者に直接通知する。� 

V 連絡先 中央三井信託銀行株式会社� F も

日本橋営業第一部公益信託室� t/J 
干103・∞22 東京都中央区日本橋室町2・1・1 

ft03・3277・7490(担当:隣(しま)) 

5月18日(木) 第� l回理事会・評議員会� 

5月26日(金) 第� 3回生存科学講座打合わせ� 

6月� 1日(木) 自主研究中長期基本構想委員会� 

6月19日(月) 第� 1回21世紀医療システム研究会� 

6月22日(木) 第� 8回銀座ナイトセミナー� 

6月29日(木) 第� 2図常務理事会� 

7月� 1日(土) 第� 5回21世紀世界の文明と生存の

研究会
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